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１ 今年度の取組の概要 
 当郡市は、総合学習と生活科の研修を合同で行っている。十日町市では、平成２５年度から全ての学

校で小・中一貫教育を実施する計画である。この状況を受けて、前年度から各小・中学校が総合学習や

生活科をどのように進めているかという観点で情報交換を行ってきた。 
今年度の研究テーマは、「各学校における生活・総合学習の諸計画から小・中一貫教育推進に向けた連

携の手掛かりをさぐる」である。今年度は、各学校の全体計画や指導計画を参考にしながら、全員研修

日に中学校区単位の特色・成果・課題等についての情報交換を行った。また、昨年度持ち寄った各学校

の全体計画や指導計画に加え、今年度のまとめをファイルに綴じ込んだ資料集を作成し、今後、各中学

校区で９年間を見通した学習計画を立てる際に活用し、改善していくことを申し合わせた。 
 
２ 生活科年間指導計画の見直し・自校化 
 ・十日町市、津南町の季節的な特徴や学校行事等地域の特色を生かして見直しや自校化を進めている。 
 ・保護者や地域住民、地域の諸施設の協力が得やすく、充実した活動につながっている。 
 
３ 小・中学校区別情報交換の主な内容（小学校における特色・成果・課題等） 
 ・ 地域の伝統芸能や伝統工芸、自然・農作物などにかかわる単元、コンピュータの使い方や情報リ 

テラシーにかかわる単元などの位置付けが充実している。 
 ・ 各学年が地域の素材を題材とした活動を大切にしている。各学校の人材は活用されているが、中 
  学校区単位の人材バンク整備ができると効率的である。 

   ・ EM 菌を活用した環境学習、自然科学館（キョロロ）を活用した学習や子ども里山学会への参加、 
博物館と連携した縄文時代を調べる歴史学習、情報館を活用したブックトーク等、公共施設と連携

した学習活動が充実し、特徴的である。 
 ・ 小学校でもキャリア教育的な活動は行っているが、キャリア教育の視点に立った明確な位置付け 
  が不足している。 
 ・ 総合学習や生活科の学習は担任に任されている部分があり、学年間のつながりや系統性が弱い。 
  
４ 小・中一貫教育推進に向けての提案（連携強化の方策等） 

   ・ 体験が優先となり、評価が後回しの傾向がある。これから特に地域で育てたい資質・能力を明確 
にし、総合学習や生活科で何を身に付けさせるかを検討していきたい。 

 ・ 活動の充実のためには教員のエネルギーが必要であり、意識改革が大切である。 
 ・ 活動が職場体験に偏りがちであり、「福祉・国際理解・人権」などのテーマがおざなりになってい 

るのではないか。様々な活動の位置付けを工夫していく必要がある。 
 ・ インタビューの仕方、まとめや発信の仕方などを系統的に身に付けさせるために、小・中が連携 

した話し合いと指導計画の作成が必要である。 
 


